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   欧米の『雪だるま』って？ 

雪やこんこ、あられやこんこ～♪ 

雪が積もれば、いつの時代も元気いっぱい 

駆け回るのは子ども達と、今年の干支の犬。 

そして夕方、遊び疲れた子供たちが帰った後に 

残されるのは、黄昏の静寂と、雪だるま・・。 

いかにも日本的な、ほのぼのとした情景ですね。 

 

ところで、海外にも雪だるまってあるのでしょうか。 

「アナと雪の女王」に登場するキャラクターは、日本の雪だるまと違って、何と

三段重ね。 

フィンランドでもカナダでも、欧米の雪だるまは、スノーマンと言われるように

人間がモデルなので、頭、上肢，下肢の三段なんだそうですよ。 

それに対して日本の雪だるまは、達磨大師というお坊さんをモデルに作られた

「ダルマ」が元になっているので、愛らしいあの形なんですって。 

 ♠ インフルエンザの感染経路 

毎年1～2月を中心に1000万人が罹ると言われるインフルエンザ。 

乾燥と冷気、免疫力の低下等の条件が揃った時、鼻や口から吸い込まれた 

ウイルスが喉の奥の細胞内に取り込まれる事によって発症します。 

でも、むやみに怖がらないで！ 2つの感染経路をきちんと知っておけばそれな

りの対処ができるものです。 

❶ 飛沫感染  クシャミや咳などの飛沫がかかることで感染。 

        クシャミは、そのしぶきが3ｍ～7ｍ飛ぶ事があるとも。 

❷ 接触感染  患者が、飛沫の付いた手で握ったノブや吊革、それに触 

        れた別の人が、その手で鼻や口を触ることで感染。 

 

麻疹と違い、ちょっと救われるのは、空気感染はしないこと。 

同じ部屋にいて患者と静かに話をしたり、看護をするなどしても、2 つの感染経

路がクリア出来れば、感染を防ぐことも十分可能です。いかに、しっかりした手

洗い，うがいが大切かが分かりますね。  

 


